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平
成
三
十
年
の
神
漢
連
最
大
の
行
事
は
全
日
本
漢

詩
連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
全
日
本
漢
詩
大
会
を
東

京
都
／
千
葉
県
／
神
奈
川
県
の
共
催
で
実
施
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。〝
漢
詩
再
興
の
大
き
な
う
ね
り
を
〞を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
開
催
し
た
こ
の
大
会
で
は
吟
道

界
、
書
道
界
、
新
聞
社
、
日
中
友
好
協
会
等
の
連
盟

外
諸
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
で
き
た

こ
と
が
何
よ
り
も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
詩
吟
、

書
、
作
詩
と
そ
れ
ぞ
れ
依
っ
て
立
つ
位
置
は
違
っ
て

も〝
漢
詩
大
好
き
〞と
い
う
共
通
の
趣
味
を
持
つ
人

達
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
た
事

は
極
め
て
意
義
深
か
っ
た
と
思
う
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
今
後
も
継
続
し

て
い
く
事
で
漢
詩
再
興

が
初
め
て
大
き
な
う
ね

り
に
な
っ
て
い
く
の
だ

と
信
じ
て
い
る
。
大
会

運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
各
位
に
は
こ
の
場

を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
出
来
事
は
、
一
昨
年
の
九
詩

期
会
の
中
国
歴
訪
に
続
い
て
、
神
漢
連
全
体
と
し
て

初
め
て
中
国
旅
行
を
実
施
し
た
事
で
あ
る
。
西
安
で

唐
時
代
に
活
躍
し
た
日
本
人
、
阿
倍
仲
麻
呂
や
空
海

の
足
跡
を
訪
ね
た
り
、
敦
煌
の
砂
漠
で
中
秋
の
名
月

を
鑑
賞
し
た
り
と
い
う
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね
る
旅
に

加
え
て
、
特
筆
す
べ
き
は
、
西
安
交
通
大
学
の
金
中

教
授
達
と
漢
詩
の
日
中
交
流
会
を
持
て
た
こ
と
で
あ

る
。
金
中
教
授
の
グ
ル
ー
プ
は
現
在
、
我
々
と
同
じ

よ
う
に
平
水
韻
を
ベ
ー
ス
と
し
て
作
詩
を
し
て
い
る

が
、平
水
韻
に
よ
る
旧
体
詩
は
典
雅
で
は
あ
る
が
、生

活
へ
の
臨
場
感
が
不
足
し
て
い
て
生
活
実
態
が
十
分

に
詠
え
な
い
等
と
い
っ
た
理
由
で
、
現
代
中
国
語
に

基
づ
く
新
し
い
韻
体
系
に
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

図
ら
ず
も
、
試
行
錯
誤
の
過
程
に
あ
る
中
国
漢
詩
愛

好
家
の
悩
み
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
興
味

あ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
日
本
の
漢
詩
界
の
基
本
姿

勢
は〝
伝
統
を
守
っ
て
粛
々
と
平
水
韻
で
作
詩
を
続

け
る
〞と
い
う
事
で
あ
り
、
当
日
も
先
方
に
そ
の
よ
う

に
発
言
し
て
き
た
が
、
下
記
に
述
べ
る
新
し
い
流
れ

に
も
関
連
し
て
、世
界
の
漢
詩
、愛
好
家
の
裾
野
を
広

げ
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
一
度
そ
の
在
り
方

を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

昨
年
七
月
に
文
科
省
か
ら
出
さ
れ
た
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
欄
に
和
歌
や
俳
句
と
並

ん
で「
漢
詩
創
作
」が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。漢
詩
作

法
を
指
導
で
き
る
高
校
の
先
生
の
数
は
限
ら
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
先
ず
は
先
生
の
教
育
か
ら
始
め

る
と
い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
任
意
団
体
で
あ
る
漢

詩
連
盟
が
こ
の
課
題
に
参
画
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
基
本
問
題
は
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
と
し
て

は
今
ま
で
個
々
に
は
決
ま
っ
て
い
て
も
、
体
系
化
、

明
文
化
し
て
こ
な
か
っ
た
漢
詩
作
法
諸
課
題
の
再
整

備
が
必
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
旧
字
／
和
語
の
取
り

扱
い
を
含
む
漢
詩
規
則
の
明
文
化
、
漢
詩
連
盟
と
し

て
の
詩
語
集
の
整
備
と
漢
詩
作
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
等
々
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
神
漢
連
が
十
二
年

間
続
け
て
い
る
初
心
者
入
門
講
座
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
現

在
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
パ
ソ
コ
ン
漢
詩
が
こ
れ

に
役
立
っ
て
く
れ
る
と
良
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
神
漢
連
内
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
十
年
来

営
々
と
続
け
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
催
し
、
特
に
参
加

者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
行
事
を
中
心
に
、
現

在
、
運
営
委
員
会
の
皆
様
方
に
見
直
し
・
検
討
を
お

願
い
し
て
い
る
。
早
急
に
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、

二
月
の
理
事
会
に
提
案
し
、
五
月
の
総
会
で
報
告
、

会
員
の
皆
様
の
ご
了
承
を
得
て
、
又
、
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
き
る
予
定
で
あ
る
。
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を
お
願
い
し
た
。

① 

初
心
者
入
門
講
座
と
サ
ー
ク
ル
編
成
、活
動
の

　
　

在
り
方
は
現
状
で
い
い
の
か
ど
う
か
。

② 

神
漢
連
と
し
て
、詩
力
向
上
の
た
め
の
指
導
者

　
　

を
ど
の
よ
う
に
養
成
す
る
か
。

③ 

サ
ー
ク
ル
交
流
会（
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
）が
、

所
期
の
目
的
で
あ
る
詩
力
向
上
、
交
流
・
親
睦

に
役
立
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
研
修
会
・
吟
行

会
の
参
加
者
減
少
傾
向
に
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
か
。

④　

鑑
賞
会
の
講
師
の
先
生
方
の
高
齢
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
。
ま
た
、

講
演
会
の
内
容
、
講
師
に
つ
い
て
の
希
望
は
何

か
。

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
は
現
在
、
検
討
し

て
頂
い
て
お
り
、
二
月
の
理
事
会
に
提
案
し
、
五
月

の
総
会
で
報
告
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
頂

き
、
逐
次
実
施
に
移
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

一
方
、
既
に
ご
承
知
の
通
り
、
全
日
本
漢
詩
連
盟

は
昨
年
設
立
十
五
周
年
を
迎
え
、「
漢
詩
再
興
の
大

き
な
う
ね
り
を
」を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
吟
道
界
、

書
道
界
そ
の
他
、
連
盟
外
団
体
と
の
交
流
を
深
め

て
、
漢
詩
大
好
き
人
間
の
一
大
結
集
を
図
る
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
全
漢
詩
連
を
支
え
る
中
核
県
連

と
し
て
、
最
大
限
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
絶
大

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

神
漢
連
の
運
営
課
題
と
対
応

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

今
年
、
神
漢
連
は
、
設
立
十
三
年
目
を
迎
え
た
。

初
代
の
中
山
会
長
、
二
代
目
の
岡
崎
会
長
を
は
じ
め

諸
先
輩
の
方
々
の
努
力
が
実
を
結
び
、
ま
た
、
全
漢

詩
連
の
石
川
会
長
か
ら
は「
神
奈
川
新
様
式
」と
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
他
県
連

に
誇
れ
る
神
漢
連
が
実
現
で
き
た
こ
と
は
、
一
後
輩

と
し
て
感
謝
に
耐
え
な
い
。

　

ま
た
、
岡
崎
前
会
長
が
提
唱
さ
れ
た「
漢
詩
を
学

ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」の
モ
ッ
ト
ー
は
、
鑑
賞
会
の
講

師
の
先
生
方
の
ご
尽
力
で
、
漢
詩
の
詩
作
だ
け
で
な

く
、
漢
詩
を
楽
し
む
と
い
う
要
素
が
加
わ
り
、
着
実

に
定
着
し
て
来
て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　

初
心
者
入
門
講
座
は
昨
年
で
十
二
回
を
迎
え
、
受

講
、
入
会
す
る
人
も
多
数
に
上
っ
て
い
る
が
、
漢
詩

に
関
わ
っ
て
き
た
経
歴
や
漢
詩
に
求
め
る
思
い
も
人

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
神
漢
連
と
し
て
行
っ
て

き
た
各
種
行
事
が
、
果
た
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
の
求

め
る
も
の
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
ど
う
か
疑
問
視
す

る
声
も
数
多
く
聞
か
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
毎
月
開
催
の
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
検
討

連
盟
の
行
事

第
十
二
期
干
支
会
の
発
足 

安
田
茂

　

我
々
干か
ん

支し

会
は
女
性
四
名
、
男
性
三
名
の
七
名
の

小
所
帯
で
す
が
、
皆
さ
ん
個
性
豊
か
な
漢
詩
愛
好
家

で
、
三
村
会
長
、
新
井
氏
を
講
師
に
仰
ぎ
会
員
Ａ
氏

の
言
葉
を
借
り
れ
ば「
格
調
高
く
情
感
豊
か
な
詩
作
」

に
励
み
た
い
と
全
員
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｂ
女
史
の
様
に
唐
詩
に
魅
せ
ら
れ
、
漢
字
の
魔
力

に
魅
せ
ら
れ
て
入
会
さ
れ
た
方
、
ま
た
Ｃ
女
史
の
様

に
漢
詩
創
作
に
は
四
十
代
半
ば
に
一
度
挫
折
さ
れ
な

が
ら
、
最
近
深
く
活
眼
さ
れ
入
会
、
西
安
・
敦
煌
旅

行
に
も
同
行
さ
れ
た
方
、
ま
た
Ｄ
女
史
な
ど「
自
詠

の
漢
詩
で
書
道
作
品
を
創
作
す
る
こ
と
が
目
標
」と

い
う
方
も
居
ら
れ
誠
に
多
士
済
済
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
私
は
と
言
え
ば
中
国
思
想
史
と
縁
が
深
か
っ

た
が
故
に
漢
字
に
対
す
る
想
い
入
れ
は
人
一
倍
で

す
。し
か
し
一
方
漢
字
は
既
に
長
い
歴
史
を
経
て
、立

派
に
日
本
語
の
重
要
な
一
部
を
構
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
李
白
や
杜
牧
の
詩
の
鑑
賞
は
其
の
儘
楽
し
む
と

し
て
、
漢
詩
の
創
作
に
は
日
本

の
歴
史
を
尊
重
し
日
本
語
を
用

い
て
創
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
や
フ

ラ
ン
ス
人
が
詩
を
書
く
時
、
ラ

テ
ン
語
で
書
く
こ
と
を
強
要
さ

れ
な
い
心
情
と
似
て
い
ま
す
。

漢
詩
連
盟
に
ご
縁
を
得
た
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

干支会員と講師の方々干支会員と講師の方々
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ミ
ソ
リ
の
刃
を
蝸
牛
這
い
行
く
」と
短
歌
に
詠
み
、

そ
れ
を
漢
詩
に
詠
み
換
え
て
み
ま
し
た
。

 

結
句
は
老
子
の「
柔
之
勝
剛
」と
兵
書
の「
柔
能
制

剛
」を
平
仄
に
合
わ
せ
ミ
ッ
ク
ス
し
て
引
用
し
ま
し

た
。研
修
会
で
転
句
の
下
三
字
は「
餘
涎
足
」に
す
れ

ば
も
っ
と
面
白
い
良
い
詩
に
な
る
と
城
田
先
生
に
ご

指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

九
詩
期
会　

岡
嶋
宣
昭

　

秋
日
郊
行 

　

秋
日
郊
行

白
雨
一
過
残
暑
収 

白
雨 

一
過 

残
暑
収
ま
り

爽
涼
田
圃
漫
然
遊 

爽
涼 

田で
ん
圃ぼ 

漫
然
の
遊ゆ
う　

蕎
花
映
発
夕
霞
麗 

蕎
き
ょ
う花か 

映え
い
発は
つ 

夕ゆ
う
霞か

麗れ
い
に

隠
隠
疎
鐘
野
寺
樓 

隠
々 

疎
鐘 

野
寺
の
楼

　

こ
の
詩
は
、
結
句
の「
野
寺
楼
」と
題
の「
秋
日
」

か
ら
、
夕
焼
け
空
の
郊
外
の
破
れ
寺
か
ら
鐘
の
音

が
、
か
す
か
に
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
さ
び
さ
び
し

た
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
す
。

　

漢
詩
の
世
界
を
覗
い
て
三
年
余
、
そ
の
広
が
り
、

奥
深
さ
は
知
る
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
体
育
会
系

で
オ
ン
・
オ
フ
の
世
界
に
生
き
て
き
た
私
に
は
、
一

つ
の
も
の
に
幾
通
り
も
の
表
現
が
あ
り
、
か
つ
、
作

者
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
表
現
の
深
さ
が
違
う
こ
の
世

界
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
の
評
価
は
、
大
変
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
視
界
不
良
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い

ま
す
が
、
じ
っ
く
り
、
手
間
暇
を
か
け
て
勉
強
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
会

―
初
心
者
も
上
級
者
も
活
発
に
討
議
―

平
成
三
〇
年
度
研
修
会
報
告

　

本
年
も
恒
例
の
研
修
会
が
選
句
方
式
で
、
十
月

十
九
日（
金
）と
二
十
四
日（
水
）の
二
回
、
近
代
文

学
館
中
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
十
五

首
が
提
出
さ
れ
、各
自
の
持
ち
点
五
点
に
よ
り
特
選
、

佳
選
の
選
句
の
結
果
、
初
日
は
芝 
公
男
さ
ん
の
作
品

「
蝸
牛
」が
、
二
日
目
は
岡
嶋

宜
昭
さ
ん
の
作
品「
秋
日
郊

行
」が
高
得
点
を
得
て
、
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
作
詩
経

験
三
〜
四
年
の
方
々
の
良

詩
が
多
く
各
期
の
グ
ル
ー

プ
で
の
勉
強
会
の
成
果
が

結
実
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
し
た
。 　

 （
川
上
修
己
）

八
起
会　

芝　

公
男

　

蝸
牛 

　

蝸
牛

刃
上
蝸
牛
些
不
慌 

刃じ
ん
上じ
ょ
うの
蝸か
ぎ
ゅ
う牛 

些い
さ
さか
も
慌あ
わ
て
ず

徐
匍
到
柄
莫
創
傷 

徐
お
も
む
ろに
匍は

い
て
柄つ
か
に
到い
た
る
も
創
そ
う
し
ょ
う傷
の
莫な

し

微
揺
雙
角
對
衆
駭 

微か
す
か
に
双そ
う
角か
く
を
揺ゆ

ら
し
衆し
ゅ
うの
駭お
ど
ろく
に
対た
い
す

正
是
柔
之
能
制
剛 

正ま
さ
に
是こ

れ
柔じ
ゅ
うの
能よ

く
剛ご
う
を
制せ
い
す
る
な
り

　

カ
タ
ツ
ム
リ
が
鋭
い
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
を
這
う
の
に

驚
き
、
以
前「
惑
ひ
な
き
境
地
に
あ
る
や
平
然
と
カ

「
だ
れ
で
も
わ
か
る 

七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩

（
上
）佩
文
齋
詠
物
詩
選
七
絶
抄
・
注
釈
」

　

― 

刊
行
間
近
！ 

―

　
「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩　

佩
文
齋
詠
物
詩
選

七
絶
抄
」（
平
成
二
十
七
年
神
漢
連
出
版
）を
購
入
さ

れ
た
神
漢
連
及
び
全
国
の
県
連
の
会
員
か
ら
は
、
自

分
で
白
文
の
各
首
を
読
ん
で
理
解
す
る
の
は
難
し

く
、
各
首
毎
に
読
下
し
と
判
り
易
い
語
釈
・
通
釈
を

求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
度
、
上
平
声
の
詩
三
〇
四
首
に
つ
い
て
、
神

漢
連
内
の
ベ
テ
ラ
ン
会
員
で
あ
る
竹
林
舎
の
先
生
方

（
城
田
、
飯
沼
、
桜
庭
、
故
・
田
原
、
住
田
）が
、
平
成

二
十
七
年
か
ら
二
十
九
年
に
か
け
て
神
漢
連
会
員
に

講
義
し
た
資
料（
詩
白
文
・
読
下
し
・
語
釈
・
通
釈
、

詩
人
略
伝
）に
基
づ
き
、
注
釈
書
を
本
年
度
内
に
出

版
す
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
詩
人
略

伝
は
、
唐
か
ら
明
ま
で
の
代
表
的
詩
人
一
八
七
名
を

網
羅
し
て
お
り
、画
期
的
で
あ
る
。

　

漢
詩
鑑
賞
の
面
で
は
、
日
月
山
河
・
四
季
な
ど
の

自
然
か
ら
、
建
物
・
書
画
・
楽
器
・
寺
仏
な
ど
に
つ

い
て
の
代
表
的
詠
物
詩
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

作
詩
の
面
で
は
、
自
分
で
何
か
詠
物
の
詩
を
作
る

時
の
お
手
本
と
な
る
。
ま
た
本
詩
集
で
は
、
各
首
は

上
平
声
の
韻
毎
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
為
、
各
韻
の
代

表
的
作
例
を
学
ぶ
事
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
七
言
絶
句
の
鑑
賞
と
作
詩
に

大
い
に
役
立
つ
図
書
で
あ
り
、
ま
さ

に「
だ
れ
で
も
わ
か
る
」を
体
現
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。（
香
取
和
之
）

研修会での活発な討議研修会での活発な討議
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中
国
西
安
・
敦
煌
ツ
ア
ー

　

―
詩
情
育
む
思
い
と
日
中
交
流
―

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
住

田
相
談
役
・
三
村
会
長

を
筆
頭
に
、
金
星
会
、

好
文
会
、
五
友
会
、
八

起
会
、
九
詩
期
会
、
詩

林
会
、
干
支
会
か
ら
の

参
加
者
で
総
勢
は
十
五

名
と
な
っ
た
。

　

昨
年
の
九
月
十
九
日

に
出
発
し
四
泊
五
日
の

西
安
滞
在
に
加
え
て
、

敦
煌
に
足
を
延
ば
し
た

六
名
は
更
に
二
泊
を
加

え
て
二
十
五
日
に
帰
国

し
た
。

　

観
光
で
は
か
な
り
の
歩
行
を
要
し
た
箇
所
も
あ
っ

た
が
、
参
加
者
全
員
こ
の
ツ
ア
ー
を
元
気
に
楽
し

み
、
日
中
漢
詩
交
流
も
行
い
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
。

　
　
（
第
一
日
）九
月
十
九
日（
水
）

　

六
時
：
羽
田
空
港
集
合
、
羽
田
発
↓
北
京
空
港
で

乗
り
換
え
↓
十
四
時
半
：
西
安
咸
陽
空
港
着
。

　

早
速
、
専
用
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
明
代
初
期
に
建

造
さ
れ
市
内
を
囲
む
西
安
城
壁
に
向
い
見
学
。
唐
代

長
安
の
都
市
配
置
の
壮
大
さ
を
知
る
。

　
　
（
第
二
日
）九
月
二
十
日（
木
）

　

西
安
最
大
の
見
所
と
い
わ
れ
る
秦
始
皇
帝
兵
馬

俑
博
物
館
。
始
皇
帝
の
陵
墓
を
守
る
一
〜
三
号
坑
等

か
ら
な
る
副
葬
品
群
は
、
広
大
な
敷
地
内
に
往
時
の

秦
軍
の
威
容
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
造
営
に
必
要
と

さ
れ
た
莫
大
な
労
力
は
と
て
も
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

だ
。

　

昼
食
は
、秦
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
料
理
を
堪
能
。

　

玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
が
過
ご
し
た
離
宮
と
し
て
有

名
な
華
清
池
を
次
に
訪
問
。
長
恨
歌
に
詠
わ
れ
た
楊

貴
妃
の
プ
ー
ル
ほ
ど
も
あ
る
浴
槽
も
見
学
。

　

碑
林
博
物
館
で
は
、
拓
本
で
し
か
見
た
こ
と
の
な

い
有
名
な
石
碑
の
数
々
が
正
に
林
立
し
て
い
た
。
大

切
な
石
碑
が
、
目
の
前
に
意
外
と
隣
接
し
て
配
置
さ

れ
て
い
る
の
に
は
少
し
驚
か
さ
れ
る
。

　

碑
林
博
物
館
近
く
の
書
院
門
古
文
化
街
で
買
い
物

の
後
、
興
慶
宮
公
園
に
向
い
阿
倍
仲
麻
呂
紀
念
碑
を

見
学
。
遣
唐
使
と
し

て
中
国
に
渡
り
、
結

局
五
十
三
年
も
の
年

月
を
過
ご
し
て
望
郷

の
念
を
抱
い
て
逝
っ

た
仲
麻
呂
に
想
い
を

馳
せ
た
。

　
　
（
第
三
日
）九
月
二
十
一
日（
金
）

　

午
前
中
は
観
光
。
空
海
が
修
行
し
た
青
龍
寺
を
訪

ね
て
、空
海
記
念
碑
、恵
果
空
海
紀
念
堂
等
を
見
学
。

そ
の
後
、
中
国
有
数
の
陝
西
歴
史
博
物
館
で
は
、
大

変
な
混
雑
の
中
、
唐
代
陵
墓
か
ら
の
貴
重
な
出
土
品

等
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

午
後
か
ら
は
西
安
交

通
大
学
で
の
交
流
会
と

な
り
、
校
門
前
に
は
、
金

中
教
授
が
我
々
の
訪
問

を
待
っ
て
い
た
。
広
い

キ
ャ
ン
パ
ス
を
流
暢
な

日
本
語
で
案
内
し
て
下

さ
っ
た
。
一
般
観
光
で

は
ま
ず
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
で
あ
ろ
う
白
居

易
の
住
居
遺
跡
を
見
学
し
て
、
金
中
教
授
の
部
屋
も

拝
見
。
そ
の
後
、
立
派
な
大
学
施
設
の
外
交
楼
会
議

室
に
て
交
流
会
が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
。

　

中
国
側
は
、
他
大
学
を
含
む
大
学
教
授
、
大
学
院

生
、
大
学
生
等
の
所
謂
研
究
者
の
面
々
。
当
方
は
漢

詩
愛
好
家
ば
か
り
で
、や
や
緊
張
。

　

最
初
に
金
中
教
授
、
髙
津
事
務
局
長
に
よ
る
双
方

の
参
加
者
紹
介
と
開
会
挨
拶
に
続
き
、
第
一
部
と
し

て
日
中
の
漢
詩
事
情
を
説
明
し
て
理
解
し
合
っ
た
。

　

ま
ず
三
村
会
長
が
、
全
漢
連
と
神
漢
盟
の
活
動
状

況
等
を
説
明
。

　

引
き
続
き
劉

評
西

北
大
学
教
授
か
ら
、
中

国
の
現
状
と
し
て
、
平

水
韻
で
の
作
詩
勢
力
と

現
代
中
国
語
に
よ
る
勢

力
が
あ
り
、
平
水
韻
を

用
い
る
な
か
で
現
代
の

事
象
表
現
に
悩
む
こ
と

が
あ
る
等
の
詳
細
な
説

ツアー参加者の面々（秦始皇帝兵馬俑博物館にて）ツアー参加者の面々（秦始皇帝兵馬俑博物館にて）

阿部仲麻呂紀念碑阿部仲麻呂紀念碑

白居易像の前で（西安交通大学内）白居易像の前で（西安交通大学内）三村会長発言に聴き入る交流会出席者三村会長発言に聴き入る交流会出席者
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明
が
あ
っ
た
。
三
村
会
長
か
ら
は
、
全
世
界
に
通
用

す
る
解
決
方
法
を
研
究
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
劉
白
楊
西
安
詩
詞
学
会
会
長
、
金
中
教
授

か
ら
西
安
の
漢
詩
活
動
概
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
は
吟
誦
交
流
。
三
上
・
小
菅
・
飯
田
各
氏

が
自
慢
の
喉
を
披
露
し
た
の
に
続
い
て
、
張
珊
西
安

音
楽
学
院
金
花
芸
術
学
校
教
師（
金
中
教
授
夫
人
）

が
唐
詩
朗
誦
を
行
っ
た
。
最
後
に
、
住
田
先
生
が
西

安
到
着
後
に
詠
ま
れ
た
次
の
詩
を
吟
じ
た
。

　

訪
長
安
書
懷 
住
田
笛
雄

安
定
門
前
槐
樹
林 

安
定
門
前　
槐
樹
の
林

洗
塵
淸
雨
綠
森
森 

塵
を
洗
う
清
雨　
緑
森
々

遠
來
詩
友
黃
昏
路 

遠
来
の
詩
友　
黄
昏
の
路

滋
味
郊
墟
散
素
襟 

滋
味
あ
る
郊
墟
に
素
襟
を
散
ず

　

第
三
部
は
書
道

交
流
。
中
国
側
は
日

本
側
メ
ン
バ
ー
の

漢
詩
を
事
前
に
揮

毫
し
た
書
作
品
を

贈
呈
。
日
本
側
は
村

上
・
上
田
の
両
氏
と

牛
山
が
そ
の
場
で

席
上
揮
毫
を
行
い
、

中
国
側
教
授
達
に
作
品
を
贈
呈
し
た
。

　

交
流
会
終
了
後
は
市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を
か

え
て
、
蠍
の
素
揚
げ
等
の
地
元
西
安
料
理
を
楽
し
み

な
が
ら
、日
中
交
流
の
輪
を
一
層
広
げ
た
。

　
　
（
第
四
日
）九
月
二
十
二
日（
土
）

　

唐
代
遺
跡
見
学
の

一
日
。
昭
陵
博
物
館
で

は
多
く
の
墓
誌
を
見

て
、
乾
陵（
高
宗
と
則

天
武
后
の
合
同
墓
）を

実
際
に
歩
い
て
そ
の

壮
大
さ
を
感
じ
、
乾
陵

博
物
館
で
は
往
時
の

繁
栄
を
映
す
唐
三
彩

等
の
出
土
品
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

見
学
の
最
後
は
楊
貴
妃
墓
。
反
乱
軍
に
追
わ
れ
こ

の
地
で
自
害
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
日
の
夕
食
は
、
西

安
都
心
に
戻
っ
て
餃
子
の

宴
。
有
名
な
鐘
楼
の
上
に

明
月
が
輝
き
、み
な
感
激
。

　
　
（
第
五
日
）九
月
二
十
三
日（
日
）

　

西
安
咸
陽
空
港
で
、
敦
煌
を
目
指
す
六
名
は
帰
国

組
を
見
送
り
、
十
五
時

敦
煌
空
港
着
。

　

敦
煌
郊
外
の
道
路
を

し
ば
ら
く
走
り
、
見
渡

す
限
り
の
地
平
線
の
彼

方
に
玉
門
関
・
陽
関
を

訪
ね
た
。
多
く
の
名
詩

に
詠
ま
れ
た
場
所
に
立

ち
、
感
激
し
て
吟
詠
す

る
参
加
者
も
い
た
。

　
　
（
第
六
日
）九
月
二
十
四
日（
月
）

　
「
砂
漠
の
大
画
廊
」と
い
わ
れ
る
莫
高
窟
。
伝
説
で

は
三
六
六
年
か
ら
造
営
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
七
百

を
超
え
る
石
窟
の
中
を
、
懐
中
電
灯
を
片
手
に
実
際

に
見
学
す
る
と
、
そ
の
精
緻
な
美
し
さ
に
驚
か
さ

れ
、
窟
の
構
造
・
彫
刻
の
様
式
・
壁
画
の
画
題
等
の

時
代
に
よ
る
変
遷
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

鳴
沙
山
で
は
駱
駝
に
跨
っ
て
砂
丘
を
上
り
、
砂
漠

に
湧
く
月
牙
泉
の
不
思
議
な
光
景
を
楽
し
ん
だ
。

　

夕
食
で
は
駱
駝
の
足
の
裏
の
脂
身
等
を
味
わ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
丁
度
中
秋
節
と
な
る
た
め
、
月
見
の
宴

を
や
ろ
う
と
再
び
鳴
沙
山
に
出
掛
け
た
が
、
終
業
で

入
園
で
き
ず
に
い
た
ら
、
現
地
ガ
イ
ド
の
好
意
で
経

営
す
る
民
宿
屋
上
で
開
宴
が
実
現
。
異
国
で
の
暗
闇

の
お
月
見
は
、大
変
思
い
出
深
い
経
験
と
な
っ
た
。

（
第
七
日
）九
月
二
十
五
日（
火
）

　

九
時
半
：
敦
煌
発
↓
北
京
空
港
で
乗
り
換
え
↓

二
十
一
時
半
：
羽
田
着
。　
　
　
　
　
（
牛
山
知
彦
）

席上揮毫する上田さん席上揮毫する上田さん

鐘楼と明月鐘楼と明月

乾陵の参道を上っていく参加者乾陵の参道を上っていく参加者

敦煌訪問の六名（莫高窟にて）敦煌訪問の六名（莫高窟にて）

駱駝に乗って、いざ鳴沙山に上らん駱駝に乗って、いざ鳴沙山に上らん

陽関で（左端は名ガイドの翟さん）陽関で（左端は名ガイドの翟さん）
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「
遠
い
友　

心
の
旅
」

　

心
の
通
う
友
、
陶
淵
明
・
庾
信
ら
の
詩
と
人
生

を
訪
ね
て　

―
市
川
桃
子
先
生
講
演
会
―

　

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日（
火
）神
奈
川
近
代
文

学
館
に
於
い
て
、
明
海
大
学
名
誉
教
授
の
市
川
桃
子

先
生
に
よ
る「
遠
い
友　

心
の
旅
」と
い
う
題
の
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
百
名
を
越
す
来
場
者

で
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

前
漢
か
ら
魏
晋
南
北
朝
に
到
る
二
十
余
り
の
詩
の

紹
介
が
あ
り
、
地
図
や
年
表
を
は
さ
み
な
が
ら
巧
み

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
操
作
に
よ
っ
て
、
人
生
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
有
意
義
で
楽
し
い
二
時
間
で
し

た
。

　

先
ず
は
論
語
の「
有
朋
自
遠
方
來
、不
亦
楽
乎
」の

句
の「
朋と

も

」と
は
、
朱
子
は「
朋
、
同
類
」と
言
っ
て
、

朋
と
は
い
つ
も
一
緒
に
居
る
人
で
は
な
く
、
志
を
同

じ
く
す
る
人
、
心
が
通
う
人
、
共
感
す
る
人
と
あ
り

ま
す
。
は
る
か
遠
い
時
代
の
心
を
同
じ
く
す
る
朋
が

や
っ
て
き
た
ら
嬉
し
い
事
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
こ
れ

か
ら
朋
を
た
ず
ね
る
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

紀
元
前
二
百
年
、
前
漢
の
時
代
に
入
る
と
何
処
か

ら
か
無
名
兵
士
の
為
の
鎮
魂
歌
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。「
戰
城
南
」と
い
う

歌
で
す
。
野
に
死
ん
で

埋
葬
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
私
の
為
に
烏
よ
豪
泣

し
て
く
れ
と
訴
え
て
い

ま
す
。

　
　

為
我
謂
烏　

且
為
客
豪

　
　

野
死
諒
不
葬　

腐
肉
安
能
去
子
逃

民
の
民
歌
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
恋
人
と
の
仲
を
天

に
誓
う「
上

じ
ょ
う
邪や

」と
い
う
歌
で
す
。

　
　

我
欲
與
君
相
知　

長
命
無
絶
衰
・
・
・
・

　
　

天
地
合
乃
敢
與
君
絶

　

次
に
魏
呉
蜀
の
三
国
時
代
を
過
ぎ
東
晋
の
時
代
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
後
世
の
詩
人
た
ち
の

高
標
と
な
る
陶
淵
明
が
い
ま
す
。
陶
淵
明
が
生
き
た

時
代
は
東
晋
末
期
の
社
会
情
勢
の
不
安
定
な
時
期
で

四
十
一
歳
の
時
役
人
生
活
を
辞
め
て
田
園
に
帰
り
隠

逸
詩
人
と
し
て
名
を
残
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は「
飲

酒
二
十
首
」の
中
か
ら「
其
の
五
」の
他
、
六
首
に
つ

い
て
部
分
的
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に「
形
贈
影
」「
影
答
形
」と
い
う
古
詩
が
あ
り

人
は
儚は

か
ない
も
の
だ
。酒
を
飲
み
楽
し
く
過
ご
そ
う

　
　

願
君
取
吾
言　

得
酒
莫
苟
辭　
（
形
贈
影
）

日
頃
善
行
を
積
ん
で
お
け
ば
死
後
も
愛
が
残
さ
れ
る

　
　

立
善
有
遺
愛　

胡
爲
不
自
竭　
（
影
答
形
）

生
死
を
超
え
て
大
化（
宇
宙
）の
運
行
に
身
を
ゆ
だ

ね
よ
う
と
詠
っ
て
い
ま
す
。

　
　

正
宜
委
運
去　

縦
浪
大
化
中　
（
神
釋
）

最
後
に「
閑
情
賦
」と
い
う
、願
望
と
失
望
を
物
に
た

と
え
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
詠
じ
た
賦
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
晋
の
時
代
か
ら
下
っ
て
南
朝
の
梁
の
時
代
に
入

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
尋
ね
る
庾ゆ

信し
ん

の
時
代
は
梁
が
滅

ん
で
西
魏
・
北
周
・
隋
と
北
朝
に
政
権
が
移
行
す
る

時
代
。
西
魏
に
囚と

ら

わ
れ
の
身
と
な
り
、
官
僚
に
な
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
る
も
荒
々
し
い
北
方
の
文
化
に
な

じ
め
ず
、
南
朝
に
忠
節
を
尽
く
し
て
仕
え
る
気
に
な

れ
な
か
っ
た
。
そ
の

間「
望
郷
」「
不
安
」

「
異
郷
の
や
る
せ
な

さ
」「
無
力
」「
落
胆
」

の
詩
を
次
々
に
作
っ

て
い
る
。
し
か
し
足

掛
け
三
年
の
苦
悩
の

後
、
次
第
に
自
分
の

運
命
を
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
る
。
そ
の

時
代
の
指
導
者
、
宇
文
泰
は
人
徳
の
指
導
者
で
庾
信

の
考
え
も
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
悲
嘆
の
淵
に
沈
み
な
が

ら
も
、
前
向
き
に
新
体
制
に
協
力
し
て
、
流
麗
で
妖

艶
な
南
朝
時
代
の
作
風
か
ら
勇
壮
な
も
の
へ
変
わ
っ

て
い
っ
た
。

　
　
　

同
盧
記
室
從
軍

　
　

連
烽
対
嶺
度　

嘶
馬
隔
河
聞　

　
　

箭
飛
如
疾
雨　

城
崩
似
壞
雲

　

ほ
ぼ
二
千
年
前
の
二
人
の
詩
人
に
つ
い
て
の
生
き

方
は
、興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

陶
淵
明
は
、
身
を
運
命
に
任
せ
て
、
自
分
の
気
持

ち
を
大
切
に
生
き
、
庾
信
は
二
朝
に
仕
え
ず
の
気
持

ち
を
転
換
し
て
、
自
己
の
能
力
を
北
朝
に
注
い
で
運

命
を
切
り
開
い
た
の
で
す
。

　

人
生
は
短
く
、生
き
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
も
っ
と
こ
の
時
代
の
事
を
知
り
た

く
な
り
ま
し
た
。
市
川
先
生
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
水
城
ま
ゆ
み
）

市川桃子先生市川桃子先生

熱心に聞き入る聴衆熱心に聞き入る聴衆
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五
友
会「
田
原
健
一
先
生
追
悼
詩
集
」出
版

五
友
会　

飯
島
敏
雄

　

五
友
会
は
、
田
原
健
一
先
生
に
は
平
成
二
十
四
年

二
月
の
第
一
回
批
正
会
か
ら
、
約
五
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
厳
し
さ
の
中
に
も
心
に
響
く
ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
。

　

先
生
は
そ
の
後
、
ご
自
宅
の
近
く
の
公
文
書
館
で

詩
游
会
の
指
導
を
さ
れ
、
五
友
会
は
住
田
笛
雄
先
生

の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
六
月

に
田
原
先
生
の
訃
報
に
接
し
て
驚
く
と
と
も
に
心
に

穴
が
開
い
た
よ
う
な
寂
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
ご
指
導
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
五
友
会
と
し
て

の
第
一
詩
集「
田
原
先
生
追
悼
詩
集
」を
出
版
い
た

し
ま
し
た
。
詩
集
は
四
十
六
頁
で
、
五
友
会
各
会
員

の
田
原
先
生
へ
の
追
悼
詩
、
例
会
で
田
原
先
生
に
批

正
さ
れ
た
詩
、
例
会
の
風
景
写
真
お
よ
び
教
材
に
使

わ
れ
た
、
田
原
先
生
が
漢
詩
を
入
れ
て
描
い
た
絵
で

編
集
さ
れ
て
い
る
。
天
上
界
よ
り
先
生
に
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

「

軒
主
人
漢
詩
集 

二
」刊
行
の
ご
紹
介

好
文
会　

高
津
有
二

　

こ
の
度
、
神
漢
連
住
田
相
談
役（
雅
号 

軒
）が

「

軒
主
人
漢
詩
集 

二
」を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
八

年
前
に
第
一
集
を
刊
行
さ
れ
、
こ
の
八
年
間
に
約

三
百
首
を
作
詩
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
八
十
歳
を
記

念
し
て
、
八
十
首
が
集
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
詩
集
は

新
年
、
春
夏
秋
冬
、
羇
旅
、
人
事
の
項
目
に
分
類
さ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
七
言
絶
句
で

す
。
ま
た
作
詩
の
背
景
の
コ
メ
ン
ト
に
加
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
詩
を
七
五
調
の
四
行
に
纏
め
ら
れ
た
訳
詩

が
こ
の
上
な
く
楽
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
住
田
さ
ん
は
、
会
社
時
代
の
先
輩
で
、
か
つ

公
認
会
計
士
の
資
格
を
お
持
ち
で
、
数
字
と
横
文
字

の
世
界
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
定
年
後
は
縦
文

字
の
世
界（
漢
詩
）で
ご
指
導
頂
い
て
い
ま
す
。

　

本
詩
集
の
掉
尾
を
飾
る
玉
詩

を
紹
介
し
ま
す
。

　

八
秩
偶
成

居
然
八
秩
健
而
康 

居
然
八
秩 

健
に
し
て
康

愛
酒
高
吟
却
老
方 

愛
酒
高
吟
は 

老
を
却
く
る
の
方

日
夕
讀
書
詩
亦
就 

日
夕
書
を
読
み 

詩
も
亦
た
就
る

長
生
所
望
意
軒
昂 

長
生
は
望
む
所 

意
は
軒
昂

　

人
生
百
年
の
時
代
、百
歳
を
記
念
し
て
百
首
集
録

の
詩
集
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
士
会
理
事
長
杯
に
石
川
省
吾
さ
ん
選
ば
れ
る

三
水
会　

中
島
龍
一

　

二
〇
一
八
年
度
の
学
士
会
の
理
事
長
杯
は
、
裁
錦

会
最
優
秀
賞
と
し
て
、
わ
が
県
連
の
理
事
で
も
あ
る

石
川
省
吾
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
裁
錦
会

の
会
員
の
投
票
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
受

賞
作
品
の
律
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

　

黄
河
壺
口
瀑 

芳
雲　

石
川
省
吾

南
下
黄
河
危
瀬
隈 

南
下
の
黄
河 

危
瀬
の
隈く
ま

激
波
白
浪
作
渦
回 

激
波
白
浪 

渦
を
作な

し
て
回
る

濛
濛
飛
沫
襲
人
面 

濛
々
た
る
飛
沫 

人
面
を
襲
い

漠
漠
水
煙
濡
蘚
苔 

漠
々
た
る
水
煙 

蘚
苔
を
濡
ら
す

亂
舞
昇
龍
將
喚
雨 

乱
舞
の
昇
竜 

将ま
さ
に
雨
を
喚
ば
ん
と
し

怒
號
落
瀑
宛
招
雷 

怒
号
の
落
瀑 

宛あ
た
か
も
雷
を
招
く

巖
頭
獨
立
望
天
際 

巖
頭 

独
立
し
天
際
を
望
め
ば

千
里
凄
寥
奇
石
堆 

千
里
凄
せ
い
り
ょ
う寥 

奇
石
堆
う
ず
た
かし

◇
登
竜
門
と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
瀑
を
上
っ
た
鯉
は
竜

に
な
る
と
い
わ
れ
る
。

　

な
お
、
裁
錦
会
は
学
士
会
の
中
の
漢
詩
同
好
会
で

す
。
昭
和
六
年
に
創
立
さ
れ
、
会
員
数
三
十
名（
女

性
四
人
）で
学
士
館
内
で
二
か
月
ご
と
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
作
品
は
学
士
会
報
に
掲
載
さ
れ
ま

す
。神
漢
連
か
ら
は
六
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
活
動
と
た
よ
り

田原先生の挿絵（早発白帝城、李白）田原先生の挿絵（早発白帝城、李白）
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九
十
歳
迄
こ
ん
な
に
長
生
き
す
る
と
は
思
い
も
よ

ら
ず
、只
々
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

台
湾
に
移
り
住
ん
で

七
歩
会　

山
岡
健
郎

　

老
後
を
ノ
ン
ビ
リ
過
ご
そ
う
か
と
台
湾
に
来
て
二

か
月
、
台
湾
人
に
と
っ
て
漢
詩
は
ど
ん
な
も
の
か
と

会
う
人
々
に
聞
い
て
み
た
。
ち
な
み
に
台
湾
・
中
国

で
漢
詩
と
言
っ
て
も
通
じ
な
い
。「
唐
詩
」で
す
。

　

九
十
九
％
が「
学
校
で
習
っ
た
が
興
味
な
し
」。
小

学
校（
國
民
小
學
）の
教
員
の
陳
女
史
が
反
応
し
、日

本
で
唐
詩
を
勉
強
し
て
い
る
と
言
う
と
大
喜
び
。

　

台
湾
で
は
小
學
六
年
間
で
百
首
を
学
び
暗
誦
す
る

と
の
こ
と
。
副
読
本
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
李
白

の
静
夜
思
か
ら
始
ま
り
、
春
暁
、
楓
橋
夜
泊
等
知
ら

れ
た
も
の
か
ら
、
白
居
易
、
李
商
隠
、
賀
知
章
と
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、五
絶
七
絶
、律
詩
、古
詩
、詞
と

形
式
も
様
々
。
作
品
の
説
明
が
的
確
で
分
か
り
や
す

い
。
質
問
が
つ
い
て
い
て
、
子
供
に
考
え
さ
せ
な
が

ら
詩
意
の
理
解
を
助
け
て
い
る
。
韻
や
形
式
に
は
言

及
が
な
い
。
五
年
生
の
子
愉
ち
ゃ
ん
と
何
首
か
一
緒

に
読
み
、
日
本
の
読
下
し
も
教
え
て
あ
げ
て
楽
し
い

ひ
と
時
だ
っ
た
。

　

で
は
作
詩
す
る
人
は
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
実
は

い
る
の
だ
。
ま
だ
そ
う
い
う
方
に
お
会
い
し
て
い
な

い
が
、
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
小
説
・
散
文
・
現

代
詩
・
古
典
詩
と
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
古
典
詩
は
七

律
の
作
品
が
多
数
載
っ
て
い
た
。
こ
の
辺
は
次
回
機

会
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
し
た
い
。

活
到
老
学
到
老（
生
き
て
る
限
り
学
ぶ
）

以
文
会　

志
村
典
子

　

六
十
歳
退
職
後
中
国
語
の
勉
強
を
始
め
、
中
国
残

留
孤
児
の
為
に
何
か
お
役
に
立
ち
た
い
と
、
自
立
指

導
員
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
ま
し
た
。

　

中
国
語
の
学
習
後
先
生
が
漢
詩
の
朗
読
、
そ
れ
を

次
週
迄
に
暗
誦
し
て
行
く
宿
題
で
漢
詩
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
も
作
っ
て
み
た
く

な
り
旅
に
行
っ
た
時
の
短
歌
等
を
基
に
、
只
漢
字
を

並
べ
て
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
難
し
い
作
法
が
あ
る
の
を
知
り
、
新
聞
の

入
門
講
座
案
内
を
見
て
申
込
み
、
八
十
四
歳
の
遅
ま

き
乍
ら
の
出
発
で
し
た
。
振
り
返
れ
ば
六
年
の
歳
月

が
流
れ
、
漢
詩
は
奥
深
く
て
益
々
難
し
く
、
落
第
生

の
私
は
や
っ
と
の
思
い
で
つ
い
て
行
っ
て
居
り
ま
す
。

　

で
も
短
歌
よ
り
も
想
い
を
深
く
、
一
字
一
字
漢
字

の
持
つ
趣
旨
に
魅
か
れ
て
居
り
ま
す
。
皆
様
の
迷
惑

に
な
ら
ぬ
様
つ
い
て
行
き
た
い
思
い
で
す
。「
活
到

老
学
到
老
、
一
直
到
死
学
不
了
」と
言
う
言
葉
を
大

連
留
学
の
時（
六
十
二
歳
）に
教
わ
り
、
こ
の「
生
き

て
い
る
限
り
学
び
、
死
ぬ
迄
学
び
き
れ
な
い
」に
支

え
ら
れ
、九
十
歳
の
今
日
迄
歩
い
て
来
ま
し
た
。

最
後
に
先
月
、卒
寿
を
迎
え
て
の
蕪
詩
を
一
首
。

　

九
十
歳
有
感

親
朋
相
集
菊
華

 

親
朋
相
集
う 

菊
華
の

懷
舊
茫
茫
九
十
年 

懐
旧
茫
々 

九
十
年

世
途
波
瀾
如
夢
裡 

世
途
の
波
瀾 

夢
裡
の
如
く

何
忘
感
謝
古
今
縁 

何
ぞ
忘
れ
ん
感
謝 

古
今
の
縁

和
気
藹
然　

詩
恰
成

八
起
会　

妹い
も

背せ

真
理
子

　

私
が
初
心
者
講
座
を
受
講
し
た
の
は
平
成
二
十
六

年
。
き
っ
か
け
は「
今
ま
で
学
校
で
し
か
触
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
漢
詩
を
、
自
分
で
作
れ
る
の
か
…
。

で
も
、
自
分
の
好
き
な
近
代
文
学
館
と
い
う
場
所
で

勉
強
が
し
た
い
！
」で
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
二
十

代
。
前
副
会
長
の
田
原
先
生
に「
ぜ
ひ
、
今
か
ら
漢

詩
を
作
り
、
学
ぶ
事
を
続
け
る
と
い
い
よ
」と
声
を

か
け
て
頂
い
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
四
年
…
。
と
う
と
う
十
の
位
が
変
わ
り

…
。詩
の
ほ
う
は
、今
で
も
悪
戦
苦
闘
。し
か
し
、こ

こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
自
分
で
漢
詩
を
作

れ
る
喜
び
を
知
り
、
な
に
よ
り
も
八
起
会
メ
ン
バ
ー

の
変
わ
ら
ぬ
温
か
な
心
と
、
数
少
な
い
詩
を「
な
か

な
か
い
い
ね
」と
言
っ
て
く
だ
さ
る
中
島
先
生
に
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
私
が
所
属
す
る
八
起
会
は
現
在
十
三
名（
女

性
五
名
、
男
性
八
名
）い
つ
も
ど
ん
な
と
き
も
漢
詩

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
自
然
を
詠
む
、
虫
や
動
物
を

詠
む
、
日
々
の
小
さ
な
幸
せ
を
詠
む
、
旅
で
出
逢
っ

た
素
敵
な
出
来
事
を
詠
む
、
幼
い
こ
ろ
を
思
い
出
し

て
詠
む
、
モ
ダ
ン
な
話
題
を
詠
む
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が

味
わ
い
深
い
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
で
す
。

私
は
こ
の
八
起
会
の
メ
ン
バ
ー
で
本
当
に
よ
か
っ

た
。
こ
の
気
持
ち
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
に
は

「
だ
れ
漢
」と
に
ら
め
っ
こ
し
て
漢
詩
を
作
る
こ
と

だ
…
と
思
う
日
々
で
す
。
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の
用
例
検
索
と
し
て
使
う
こ
と
が
多
い
。
豊
富
な
用

例
は
大
い
に
参
考
に
な
る
。

・「
漢
語
大
詞
典
」「
康
熙
字
典
」「
典
故
大
全
」「
歷
代

詩
詞
庫
」「
佩
文
韻
府
」「
詞
林
正
韻
」と
の
整
合
を

取
っ
た「
韻
典
」。
韻
書
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「
漢

語
大
詞
典
」を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
詩
語
辞
典

と
し
て
も
使
う
こ
と
が
出
来
る
。

・
自
作
の
七
絶
を
入
力
す
る
と
、
禁
則
を
犯
し
て
い
な

い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
る「
律
詩
校
検
」。問
題
が
あ

る
場
合
は
代
替
の
詩
語
を
提
示
し
て
く
れ
る
。

　

漢
詩
関
連
の
七
千
点
を
超
え
る
電
子
書
籍
を
閲
覧

で
き
る
こ
と
、
収
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
が
相
互
に

関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
も
他
の
サ
イ
ト

に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

　
「
捜
韵
」（
ま
た
は「
捜
韻
」「sou-yun

」）で
検
索

し
、
サ
イ
ト
に
入
っ
て
是
非
種
々
の
機
能
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

捜
韵
に
な
い
強
み
を
持
っ
て
い
る
神
漢
連
電
子
詩

語
集（「
詩
語
集
Ａ
」）は
、
神
漢
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓

漢
詩
作
り
に
有
用
な
サ
イ
ト
↓
詩
語
集
会
員
専
用
と

た
ど
り
、パ
ス
ワ
ー
ド「kanshi

」で
入
っ
た
ペ
ー
ジ
に

あ
る
。
同
じ
ペ
ー
ジ
に「
捜
韵
の
概
要
」「
捜
韵
を
使
っ

て
見
る
」も
あ
り
、捜
韵
を
使
う
上
で
参
考
と
な
ろ
う
。

訃
報■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
藤
野
破
摩
雄
氏

は
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。（
享
年
九
十
一
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

上
げ
、
精
緻
に
し
か
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
講
義
さ
れ

る
内
容
は
大
学
の
名
講
義
に
匹
敵
す
る
も
の
で
す
。

本
年
九
月
か
ら
は
七
言
絶
句
の
名
手
で
軽
妙
洒
脱
が

持
ち
味
の
杜
牧
に
入
り
、
い
よ
い
よ
佳
境
を
迎
え
ま

し
た
。乞
う
ご
期
待
で
す
。

　

こ
こ
で
、
去
る
十
一
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
た

五
十
回
記
念
酒
宴
で
玉
井
先
生
が
詠
ま
れ
た
玉
詩
を

ご
披
露
致
し
ま
す
。

　

漢
詩
鑑
賞
五
十
回
偶
成

平
成
戊
戌
十
一
月　

燧
翁　

玉
井
幸
久

詩
林
集
友
醉
唐
風 

詩
林
に
友
を
集
い
て
唐
風
に
酔
い

五
載
耽
盤
歡
未
窮 

五
載
の
耽
盤 

歓
未
だ
窮
ま
ら
ず

李
杜
王
劉
柳
元
白 

李
杜
王
劉
柳
元
白

交
披
高
韻
藻

中 

交
こ
も
ご
も高
韻
を
披ひ
ら
く 

藻

の
中

漢
詩
総
合
サ
イ
ト「
捜
韵
」の
紹
介

十
期
会　

蔦　

清
昭

　

昨
年
漢
詩
鑑
賞
会
Ｃ
で
捜
韵
を
紹
介
さ
れ
る
ま
で

は
、
い
く
つ
か
の
サ
イ
ト
を
巡
り
な
が
ら
作
詩
し
て

い
た
。
今
は
捜
韵
と
神
漢
連
電
子
詩
語
集
で
作
業
を

ほ
ぼ
完
結
で
き
て
い
る
。

　

捜
韵
は
二
〇
〇
九
年
に
開
設
さ
れ
た
サ
イ
ト
で
、

一
一
〇
カ
国
か
ら
一
日
約
二
万
四
千
人
が
訪
問
す

る
。日
本
か
ら
の
訪
問
者
も
毎
日
数
百
人
。

　

特
に
有
用
な
機
能
を
三
つ
示
す
。

・
全
唐
詩
な
ど
八
〇
万
首
を
超
え
る
詩
詞
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス（
七
絶
に
限
る
と
、
約
十
七
万
首
。
支
、
先
、

陽
、
庚
、
真
、
尤
、
灰
韻
の
順
に
収
録
詩
が
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
一
万
首
以
上
）　

条
件
を
絞
り
込
ん
で
詩
語

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
五
十
回
を
迎
え
て

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
事
務
局　

齋
藤　

護

　

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
に
関
し
て
は
神
漢
連
会
報
第

二
十
二
号
に
、佐
藤
恵
子
さ
ん
が〝
漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
と

私
〞を
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
読
ん
で
頂
け
れ

ば
そ
の
雰
囲
気
が
お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
燧
翁
玉
井
先
生
の
漢
詩
鑑
賞
会
は
横
浜

市
栄
区
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
地
区
セ
ン
タ
ー

で
平
成
十
八
年
に
先
生
編
集
、
自
費
出
版
の〝
漢
詩

を
楽
し
む
〞を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
っ
た
鑑
賞
会
が

始
ま
り
で
、そ
の
後〝
唐
詩
選
を
読
む
〞会
と
な
り
唐

詩
選
七
言
絶
句
百
六
十
五
首
を
す
べ
て
読
破
、
更
に

〝
唐
詩
三
百
首
〞か
ら
七
言
絶
句
六
十
首
を
読
み
終

え
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら
神
漢

連
の
講
座
と
し
て
ア
ー
ス
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
に
て
の

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

横
浜
市
南
部
の
郊
坰
で
市
井
の
漢
詩
人
が
毎
回

五
十
人
を
超
す
聴
講
生
を
集
め
る
と
い
う
人
気
の
講

座
と
な
っ
て
い
ま
す
。毎
月
一
回
、三
時
間
の
講
義
を

マ
イ
ク
も
使
わ
ず
凛
と
し
た
お
声
で
大
会
場
の
隅
々

ま
で
響
き
滔
滔
と
話
さ
れ
る
姿
は
と
て
も
卒
寿
を
超

え
た
お
人
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
孟
浩
然
、李
白
、杜
甫
、白
楽
天
、王
維

と
そ
れ
ぞ
れ
十
回（
一
年
間
）

以
上
を
費
や
し
詩
人
の
生

涯
、
人
と
な
り
時
代
背
景
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
各
詩
人
の

作
品
に
と
ど
ま
ら
ず
関
連
す

る
他
の
詩
人
の
詩
を
も
取
り

玉井先生への感謝の花束贈呈玉井先生への感謝の花束贈呈
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神
漢
連
で
は
漢
詩
鑑
賞
の
た
め
、
年
二
回
の
講

演
会
や
各
種
鑑
賞
会
を
開
い
て
お
り（
下
記
一
覧
表

参
照
）、
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
い
る
。
一
方
で

は
、
こ
れ
ら
講
演
会
・
鑑
賞
会
は
平
日
の
午
後
に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
仕
事
な
ど
の
理
由
で
参
加
で
き
な

い
方
々
も
お
ら
れ
る
。
今
回
の
小
特
集
は
、
こ
れ
ら

の
方
々
や
漢
詩
初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
自
宅
で
の

「
漢
詩
鑑
賞
入
門
」の
主
な
方
法
を
紹
介
す
る
も
の

で
あ
る
。 

（
香
取
和
之
）

漢
詩
こ
の
一
冊

　
　
「
漢
詩
鑑
賞
辞
典
」（
石
川
忠
久
編
）

以
文
会　

香
取
和
之

　

漢
詩
を
始
め
て
、
ど
の
よ
う
な
図
書
が
お
薦
め
か

を
先
輩
に
尋
ね
る
と
、「
唐
詩
選
」い
や「
杜
甫
」「
陶
淵

明
」
…
と
次
々
に
名
前
が
挙
が
り
、
各
種
詩
人
の
詩

集
を
買
い
求
め
て
い
く
と
、
い
つ
の
間
に
か
数
十
冊

い
や
百
冊
を
超
え
て
、
め
っ
た
に
読
ま
な
い
漢
詩
集

の
山
に
な
る

と
い
う
経
験

は
、
私
だ
け

で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　

漢
詩
鑑
賞

を
体
系
的
に

や
る
為
に
は
、
先
ず
基
本
と
な
る
一
冊
を
繰
り

返
し
玩
読
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
石
川
忠

久
先
生
編
の「
漢
詩
鑑
賞
辞
典
」（
講
談
社
学
術

文
庫
）が
そ
れ
に
あ
た
る
。
名
前
は「
辞
典
」と

な
っ
て
い
る
が
、
詩
経
に
始
ま
り
、
東
晋
の
陶

潜
、
唐
の
王
維
・
李
白
・
杜
甫
・
白
居
易
や
、

宋
の
蘇
軾
・
陸
游
か
ら
清
、
そ
し
て
日
本
の
漢

詩
ま
で
、
年
代
別
に
代
表
的
な
詩
人
百
九
名
の

有
名
な
古
詩
・
律
詩
・
絶
句
な
ど
約
二
百
五
十

首
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
解
説

付
き
の
詩
集
で
あ
る
。

　

各
詩
に
は
、白
文
・
読
下
し
・
通
釈
と
共
に
、

詳
し
い
語
釈
と
鑑
賞
の
要
点
説
明
、
さ
ら
に
補

説
が
つ
い
て
い
る
。
初
心
者
に
と
っ
て
は
詩
を

読
ん
で
も
、
そ
の
詩
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
鑑
賞

す
べ
き
要
点
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
が
、

本
書
は
こ
れ
ら
の
悩
み
を
一
挙
に
解
決
し
て
く

れ
る
。
さ
ら
に
補
説
で
は
、
詩
の
背
景
、
関
連

す
る
詩
も
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
詳
し
い
詩
人

伝
記
が
つ
い
て
い
る
の
も
有
難
い
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、詩
へ
の
共
感
が
深
ま
り
感
激
も
増
す
。

　

我
々
初
心
者
が
ま
ず
重
視
す
る
七
言
絶
句

は
、凡
そ
百
二
十
首
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、繰
り

返
し
読
め
ば
暗
誦
出
来
る
。そ
の
結
果
、自
然
と

起
承
転
結
の
流
れ
や
優
れ
た
表
現
が
頭
に
入
り
、

鑑
賞
と
共
に
作
詩
に
も
役
立
つ
結
果
と
な
る
。

　

自
分
が
気
に
入
っ
た
詩
人
の
詩
集
を
読
み
漁

る
の
も
大
切
だ
が
、
漢
詩
鑑
賞
を
こ
れ
か
ら
息

長
く
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
初
心
者
に
と
っ
て
、

本
書
は
ま
さ
し
く「
漢
詩
こ
の
一
冊
」で
あ
る
。

小
特
集

　

ー
漢
詩
鑑
賞
入
門

漢詩講演会一覧（会員以外も聴講可）
名称 講師（従来） 開催時期 会場 問合せ先 概要

総会漢詩講演会 石川忠久先生 5月末頃 神奈川近代文学館 高津有二
046－233－7641

H29年「陸游の詩」、H30年「白楽
天の詩と人生」

秋の漢詩講演会 市川桃子先生 11月末頃 神奈川近代文学館 高津有二
046－233－7641

H29年「蓮の花の運命」、H30年「遠
い友　心の旅」

注）メールアドレス、高津：yutakatsu626@nifty.com

漢詩鑑賞会一覧
名称 講師 曜日・時間 会場 問合せ先 概要

鑑賞会A 玉井幸久 第4木
13：15－15：45

地球市民かながわ
プラザ（本郷台）

瀧川智志
045－516－1234

唐詩を順次鑑賞。孟浩然、李白、杜
甫、白楽天、王維を終え、現在杜牧
の詩と人生を解説中。

鑑賞会B 住田笛雄、他 第４金
13：30－16：30 県民センター 川上修己　

042－745－6906
5月からは中国名詩選を教材とし
て、輪番制の漢詩鑑賞を予定。

鑑賞会C 城田六郎、桜庭慎吾、
住田笛雄、三上光敏

第4火
13：30－16：00 神奈川近代文学館 川上修己

042－745－6906
「七言絶句ここから一歩」に基づ
き、毎回12首を白文から読み解く。

霧笛女子会 古田光子 偶数月、第1火
13：00－15：00 県民センター 水城まゆみ

0463－87－2657
女性詩人、女性の関係する詩を中
心に解説。

注）メールアドレス、瀧川：takigawa.ty@jcom.zaq.ne.jp　川上：kwkm23312@tbz.t-com.ne.jp　水城：mmizuki@kfz.biglobe.ne.jp
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漢
詩
鑑
賞
お
薦
め
本
閑
話

詩
游
会　

新
井
治
仁

 　
「
人
生
は
ま
ま
な
ら
な
い
も
の
だ
。
ま
ま
な
ら
な

い
の
が
人
生
だ
、
と
言
っ
て
よ
い
。」で
始
ま
る
こ
の

書
き
出
し
に
惹
か
れ
て
、
手
に
し
た
の
が
、
漢
詩
を

初
め
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
、
中
国
文
学
に
興
味
は
あ
っ
た
の
だ
が
、

戦
後
の
昭
和
育
ち
の
通
弊
で
、
蟹
行
の
書
を
優
先
し

て
、
翻
訳
も
の
に
青
春
を
費
や
す
こ
と
が
多
か
っ
た

反
省
も
含
め
、
退
職
後
は
原
点
回
帰
で
た
ど
り
着
い

た
の
が
、漢
詩
の
世
界
で
あ
っ
た
。

　

漢
詩
づ
く
り
の
基
礎
が
叙
景
の
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る

こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
少
し
花
鳥
風
月
の

繰
り
返
し
に
厭
い
て
い
た
と
こ
ろ
、「
人
生
」を
題
字

に
掲
げ
て
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
、

単
な
る
解
釈
本
で
は
な
い
新
鮮
さ
を
感
じ
た
一
冊

が
、「
漢
詩
と
人
生
」（
石
川
忠
久
・
文
春
新
書
）で
あ

る
。

　

目
次
を
見
て
い
た
だ
こ
う
。
①
ま
ま
な
ら
な
い
人

生
。
②
老
い
て
思
う
。
③
家
族
の
絆
。
④
閑
適
の
く

ら
し
。
⑤
憂
い
を
払
う
玉
箒
。（
酒
の
詩
）⑥
出
会
い

と
別
れ
。

　

漢
の
武
帝
か
ら
日
本
漢
詩
ま
で
味
わ
い
深
い

三
十
六
詩
を
選
び
、
作
者
の
感
慨
も
込
め
て
鑑
賞
し

て
い
る
。
ま
さ
に
、「
終つ

い

の
趣
味
」と
し
て
漢
詩
に
出

会
い
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
で
も
座
右
に
あ
っ
て
、

読
み
返
す
に
適
し
た
手
ご
ろ
な
一
冊
だ
。
な
か
な
か

全
集
や
大
書
を
通
読
す
る
時
間
も
根
性
も
な
い
し
、

積
ん
読
本
が
部
屋
に
溢
れ
る
現
状
で
は
、
上
着
の
内

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
、
繰
り
返
し
読
め
る
よ
う
な
一

冊
を
探
し
、電
車
や
、枕
辺
で
使
え
る
の
が
良
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
以
下
の
各
書
は
、
折
に
触
れ
て
、
乱

読
す
る
鑑
賞
本
で
あ
る
。

① 「
新
唐
詩
選（
前
編
）」吉
川
幸
次
郎
・
岩
波
新
書

② 「
唐
詩
概
説
」小
川
環
樹
・
岩
波
文
庫

③ 「
杜
甫
ノ
ー
ト
」吉
川
幸
次
郎
・
新
潮
文
庫

④ 「
漢
詩
を
読
む
一
〇
〇
選
シ
リ
ー
ズ
」石
川
忠

久
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ（
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
詩
、李
白
・

杜
甫
・
白
楽
天
な
ど
）

　

ま
た
、
今
年
、「
中
国
名
詩
集
」井
波
律
子
が
文
庫

本（
岩
波
現
代
文
庫
）に
な
っ
た
の
で
、再
読
し
て
い

る
。
ま
た
、
漢
文
学
習
書
で
は
、「
漢
文
の
話
」吉
川

幸
次
郎（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）の
ほ
か
、「
漢
文
法
基

礎
」加
地
伸
行（
講
談
社
学
芸
文
庫
）が
為
に
な
る
。

後
者
は
受
験
生
向
け
と
し
て
い
る
が
、
実
は
漢
字
文

化
論
に
も
つ
な
が
る
面
白
い
読
み
物
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
講
座「
漢
詩
を
よ
む
」

以
文
会　

大
森
冽
子

放
送
日　

土
曜
日
午
後
八
時
三
〇
分
〜
九
時

再
翌
週　

土
曜
日
午
前
十
時
〜
十
時
三
〇
分

　

何
と
い
っ
て
も
漢
詩
を
身
近
に
し
て
く
れ
る
あ
り

が
た
い
ツ
ー
ル
。
ラ
ジ
オ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で

加
賀
美
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
朗
読
と
、
國
學

院
大
學
赤
井
益
久
学
長
の
講
義（
昨
年
十
月
か
ら
本

年
三
月
は
、「
詩
人
達
の
肖
像
―
江
湖
に
う
か
ん
で
」）

を
暑
か
ろ
う
が
寒
か
ろ
う
が
居
な
が
ら
に
し
て
受
講

で
き
る
。
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
聴
け
る
と
き
に

美
し
い
表
紙
絵
の
テ
キ
ス
ト
を
手
に
取
っ
て
耳
を
傾

け
る
だ
け
で
古
典
の
世
界
へ
誘
っ
て
く
れ
る
。

　

半
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
分
け
て
春
山
、
秋
水
、
青

雲
、
閑
適
、
田
園
、
都
城
、
あ
る
い
は
長
恨
歌
、
名
勝

遊
歴
、
喜
怒
哀
楽
な
ど
趣
向
が
次
々
に
変
わ
り
飽
き

さ
せ
な
い
。
多
種
多
様
な
詩
に
出
会
え
る
。
す
べ
て

理
解
で
き
る
か
と
言
え
ば
難
し
く
不
消
化
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
歯
疎
頽
齢
の
筆
者
は
聞
き
逃
し
て
し
ま

う
こ
と
も
、
途
中
で
寝
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
必

ず
聴
か
な
け
れ
ば
無
意
味
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

今
で
は
ス
マ
ホ
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
も
可
。
読
ん
で

得
ら
れ
る
以
上
の
こ
と
が
解
り
、
専
門
家
の
解
説
だ

か
ら
こ
そ
の
深
読
み
、
な
る
ほ
ど
に
出
会
う
驚
き
が

あ
る
。
折
に
触
れ
て
の
詩
の
種
類
、
形
式
、
構
成
な

ど
の
説
明
も
あ
り
、
赤
井
先
生
の
中
国
語
で
の
朗
誦

も
。

　

こ
の
講
座
は
一
九
八
五
年
当
時
二
松
学
舎
大
学
教

授
の
石
川
忠
久
先
生
に
始
ま
り
、
三
十
年
以
上
の
長

寿
番
組
。今
と
な
っ
て
は
聴
く
き
っ
か
け
も
忘
れ
、数

年
も
の
中
断
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
聴
き
続
け

ら
れ
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
漢
詩
の
魅
力
で
あ
る
。

漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　

テ
キ
ス
ト「
聯
珠
詩
格
Ⅰ
」に
基
づ
く
詩
の
鑑
賞
と

詩
法
に
つ
い
て
の
勉
強
が
四
月
に
終
了
し
ま
す
。
五

月
か
ら
新
た
な
テ
キ
ス
ト
に
て
鑑
賞
と
実
作
を
続
け

る
こ
と
に
な
り
、参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
テ
キ
ス
ト
は「
中
国
名
詩
集
」（
井
波
律
子
著　

岩
波
現
代
文
庫
）で
す
。 

（
川
上
修
己
）
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漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
幸
久

　

戦
前
の
中
学
は
五
年
制
で
、
そ
の
二
学
年
の
途
中

か
ら
週
一
回
の
漢
文
の
授
業
が
始
ま
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
私
の
在
学
し
た
当
時
は
、
す
で
に
漢
文

は
理
系
の
上
級
学
校
の
入
試
科
目
か
ら
外
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
授
業
は
や
や
気
軽
に
楽

し
く
聴
い
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
内
容
は
先
ず

論
語
等
の
短
い
文
章
か
ら
入
り
、
高
学
年
で
は
十
八

史
略
等
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
春
秋
呉
越
の
戦
い

の
臥
薪
嘗
胆
や
会
稽
の
恥
の
あ
た
り
は
面
白
く
、
鮮

明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
詩
は
幾
篇
学
ん
だ
か
記
憶
が
曖
昧
な
の
で
す

が
、
張
継
の「
楓
橋
夜
泊
」朱
熹
作（
と
当
時
は
云
わ

れ
て
い
た
）の「
偶
成
」広
瀬
淡
窓
作
の「
桂
林
莊
雑

詠
示
諸
生
」な
ど
は
よ
く
記
憶
に
残
り
、「
階
前
の
梧

葉
已
に
秋
声
」と
か「
君
は
川
流
を
汲
め
我
は
薪
を

拾
わ
ん
」な
ど
の
句
を
諳そ

ら

ん
じ
て
、
時
に
口
ず
さ
ん

だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
漢
詩
の
持
つ
心
地
よ
い
語
調

に
何
と
な
く
惹
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
残

念
な
が
ら
韻
や
平
仄
に
つ
い
て
は
教
わ
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
年
仕
事
の
関
係
で
度
々
中
国
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
旅
の
つ
れ
づ
れ
に
唐
詩
選
や
三
国
志
演
義

な
ど
を
読
む
う
ち
に
、
漢
詩
を
作
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
中
国
滞
在
も
よ
り
楽
し
か
ろ
う
に
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
早
速
作
詩
入
門
書
を
買
い
集
め
、

仕
事
の
合
い
間
に
読
み
始
め
た
の
が
私
の
作
詩
入
門

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
独
学
の
悲
し
さ
、
当
初
は
入

門
書
の
内
容
が
仲
々
理
解
出
来
な
い
有
様
で
、
自
己

流
の
漢
詩
ら
し
き
物
を
作
っ
て
は
、
交
渉
相
手
と
の

交
歓
の
手
だ
て
と
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

退
職
を
機
に
裁
錦
会
に
入
会
し
、
先
輩
方
の
厳
し

い
批
判
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
誠
に

有
難
い
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
詩
力
の
未
熟
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
、
大
漢
和
辞
典
と
佩
文
韻
府
を
揃
え
て

座
右
に
置
き
、
や
や
気
合
を
入
れ
て
唐
詩
選
を
読
み

直
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は
古
詩
に
は
歯
が
立
た
ず
、

七
絶
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
古
詩
か

ら
入
り
律
詩
や
排
律
を
含
め
、
詩
語
の
意
味
を
辞
書

で
確
認
し
な
が
ら
読
み
進
め
ま
し
た
。

　

次
第
に
苦
吟
を
楽
し
む
心
境
に
達
し
た
頃
、
湘
南

吟
社
に
加
わ
り
、
更
に
神
漢
連
に
は
発
足
と
同
時

に
入
会
し
、
多
く
の
詩
友
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
う
し
て
全
く
退
屈
す
る
暇
も
な
く
、
楽
し
い

第
二
の
人
生
に
移
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
ひ

と
え
に
漢
詩
の
賜
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
詩
は
、
読
ん
で
よ
く
吟
じ
て
よ
く
書
い
て
よ
く

作
っ
て
よ
く
、
浅
く
接
す
れ
ば
浅
く
深
く
接
す
れ
ば

深
く
、
押
し
つ
け
も
せ
ず
出
し
惜
し
み
せ
ず
、
求
め

に
応
じ
て
い
か
よ
う
に
も
楽
し
み
を
提
供
し
て
く
れ

る
、
人
生
最
高
の
伴
侶
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
最
近

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の
退
職
期
を
迎
え
、
漢
詩
に

興
味
を
持
つ
人
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ

の
人
達
を
温
く
迎
え
入
れ
、
楽
し
み
を
共
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　

漢
詩
の
楽
し
み
は
、
先
ず
先
人
の
詩
を
読
み
鑑
賞

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
楽
し
み
が
際

限
な
く
奥
が
深
い
。
先
ず
詩
の
格
調
に
触
れ
、
作
者

の
心
に
共
感
す
る
楽
し
み
。
ま
た
作
者
の
生
い
立
ち

や
境
遇
、
当
時
の
時
代
背
景
な
ど
を
知
り
、
歴
史
の

ひ
と
こ
ま
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
更

に
は
ま
た
、
詩
中
に
鏤ち

り
ばめ
ら
れ
た
典
故
を
探
り
、
悠

久
の
歴
史
に
游
ぶ
と
い
う
最
高
の
楽
し
み
も
待
っ
て

い
ま
す
。

　

美
し
い
漢
詩
を
数
多
く
鑑
賞
す
る
こ
と
は
ま
た
、

作
詩
力
向
上
の
必
須
条
件
で
も
あ
り
ま
す
。
乳
児
が

母
の
言
葉
か
ら
言
語
を
覚
え
る
よ
う
に
、
詩
の
格
調

は
格
調
高
い
詩
に
触
れ
自
ら
感
得
す
る
以
外
に
学
ぶ

近
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唐
詩
選
、
三
体
詩
、
聯
珠
詩

格
等
に
続
き
李
白
、杜
甫
、王
維
、白
居
易
等
、詩
の

巨
人
達
の
作
品
を
深
く
鑑
賞
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
作
詩
の
楽
し
み
で
す
が
、
禮
記
に「
詩
は
以

て
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
道い

う
」と
あ
り
、
そ
の
意
味
を
大
漢
和
辞

典
は「
詩
歌
を
う
た
う
の
は
己
の
持
っ
て
い
る
心
を

表
す
た
め
で
あ
る
。
詩
は
人
の
感
情
を
明
白
に
述
べ

る
。」と
訳
し
て
い
ま
す
。
作
詩
の
基
本
を
学
習
す
る

と
い
う
、
や
ゝ
厳
し
い
時
期
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
基
本
を
習
得
し
た
後
は
、
単
な
る
詩
語
の

羅
列
で
は
な
く
、
自
ら
の
心
の
叫
び
を
漢
詩
の
美
し

い
韻
律
に
従
っ
て
結
晶
さ
せ
た
よ
う
な
、
格
調
高
い

自
分
の
詩
が
作
れ
る
よ
う
に
精
進
し
た
い
も
の
で
す

ね
。
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生
駒
裕
子

　

廢
田
秋
景 

　

廃
田
秋
景

水
田
人
去
久
無
耕 

水
田
人
去
っ
て
久
し
く
耕
す
無
く

極
目
草
深
傷
客
情 

極
き
ょ
く
目も
く
草
深
く
し
て
客か
く
情じ
ょ
うを
傷い
た
ま
し
む

憶
昔
豐
年
秋
社
日 

憶
う
昔 

豊
年
秋
社
の
日

破
顔
相
酌
滿
歡
聲 

破
顔
相あ
い
酌
ん
で
歓
声
満
つ
る
を

 
 

板
本
健
作

　

引
地
川
畔 

　

引ひ
き
地ち

川が
わ
の
畔

寒
冷
江
頭
小
徑
通 

寒
冷
の
江
頭 

小
径
通
じ

折
芦
枯
葦
戰
霜
風 

折せ
つ
芦ろ 

枯こ

葦い 

霜
風
に
戦そ
よ
ぐ

一
雙
白
鷺
雪
然
下 

一
双
の
白
鷺 

雪せ
つ
然ぜ
ん
と
下お

り

寂
寞
數
聲
流
水
中 

寂
寞 

数
声 

流
水
の
中う
ち

　

本
漢
詩
大
会
は
、

神
漢
連
も
東
京
都
・

千
葉
県
の
漢
詩
連
盟

と
共
に
主
催
者
で
あ

り
、
多
く
の
神
漢
連

会
員
が
各
種
業
務
を

担
当
し
た
。
ま
た
、

「
神
奈
川
県
漢
詩
連

盟
会
長
賞
」が
三
村

会
長
か
ら
、
受
賞
者

に
授
与
さ
れ
た
。

秀　

作

入
選
作
品

優
秀
作
品
受
賞
に
憶
う

　

こ
の
た
び
全
十
五
記
念
漢
詩
大
会（
東
京
）に
て
思

い
が
け
ず
も
特
別
賞（
全
国
漢
文
教
育
学
会
会
長
賞
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。何
分
初
め
て
の
受
賞
に
唯
お
ど

ろ
き
、
身
に
余
る
光
栄
と
日
頃
ご
指
導
頂
く
神
奈
川

県
漢
詩
連
盟
の
先
生
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

漢
詩
の
初
韻
は
十
二
年
前
、
古
稀
を
過
ぎ
て
い
ま

し
た
。
以
来
詩
材
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
心
得
、
日

常
の
中
で
詩
情
を
感
じ
れ
ば
詠
ん
で
み
る
、
折
々
の

風
懐
を
吟
ず
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
裡
、
横
浜
と

北
鎌
倉
辺
り
を
流
れ
る
近
く
の
鼬

い
た
ち

川
の
花
時
、
そ
の

昔
に
亡
妻
と
共
に
散
歩
し
た
頃
を
偲
ん
で
の
作
と
な

り
ま
し
た
。
承
句
の
雙
鳧
と
結
句
の
孤

に
共
感
し

て
い
た
だ
け
た
石
川
忠
久
先
生
の
選
評
に
接
し
て
、

感
銘
を
深
く
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
と
鼬
水
吟
社
で
の
玉

井
幸
久
先
生
、
詩
游
会
の
住
田
笛
雄
先
生
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
更
に

精
進
を
重
ね
た
く
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会

全
日
本
漢
詩
連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会

 

俣
野
長
生

　

河
畔
偶
成 

　
　

河
畔
偶
成

櫻
花
爛
漫
映
江
流 

桜
花
爛
漫 

江
流
に
映
え 

歲
歲
雙
鳧
此
復
游 

歳
々
双そ
う
鳧ふ 

此
に
復ま

た
游
び
た
り

翁
媼
相
攜
去
年
路 

翁
媼 

相あ
い
携た
ず
さえ
し 

去
年
の
路

低

孤

奈
春
愁 

低て
い
か
い
す
る
孤

 

春
愁
を
奈い
か
んせ
ん

全
国
漢
文
教
育
学
会
会
長
賞

神
漢
連
会
員

神
漢
連
会
員
「
全
国
漢
詩
大
会
」

「
全
国
漢
詩
大
会
」で
大
活
躍

大
活
躍

（
通
常
の
Ｐ
Ｃ
で
対
応
で
き
な
い
旧
漢
字

は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
ま
す
。　

）

全日本漢詩連盟石川会長のご挨拶全日本漢詩連盟石川会長のご挨拶

石川会長より俣野さんに石川会長より俣野さんに
表彰状授与表彰状授与

三村会長より神漢連会長賞を授与三村会長より神漢連会長賞を授与
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創
作
研
究
会
」も
、
皆
様
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
三

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後
も
、
精
進
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

 
 

上
田
尤
子

　

春
林
啼
鳥 

　

春
林
の
啼
鳥

櫻
雲
萬
朶
一
川
平 

桜
雲
万
朶 

一
川
平
ら
か
な
り

黃
鳥
誘
吾
吟
蒲
輕 

黄
鳥 

吾
を
誘
う
て
吟
歩
軽
や
か
な
り

碧
水
潺
湲
心
氣
爽 

碧
水
潺
せ
ん
か
ん湲
と
し
て
心
気
爽
や
か
に

東
郊
行
樂
夕
陽
傾 

東
郊
の
行
楽 

夕
陽
傾
く

 

杉
森
千
枝
子

　

深
夜
苦
吟 

　

深
夜
の
苦
吟

三
更
案
句
北
窻
前 

三
更 

句
を
案
ず
北
窓
の
前

如
勵
如
催
刻
漏
傳 

励
ま
す
が
如
く
催
す
が
如
く
に
し
て
刻
こ
く
ろ
う漏
伝
う

未
就
七
言
詩
一
首 

未
だ
就
ら
ず 

七
言
詩
一
首

寒
燈
耿
耿
夜
綿
綿 

寒
灯
耿こ
う
々こ
う 

夜
綿
々

久
川
愛
子

　

訪
平
泉 

　

平
泉
を
訪と

う

舊
址
登
來
高
館
丘 

旧
址 

登
り
来
る 

高
館
の
丘

渺
茫
田
野
遠
山
幽 

渺
び
ょ
う
茫ぼ
う
た
る
田
野 

遠
山
幽ゆ
う
な
り

蕉
翁
濺
涙
興
亡
處 

蕉
翁 

涙
を
濺そ
そ
ぎ
し
興
亡
の
処

碧
草
萋
萋
江
靜
流 

碧
草
萋
せ
い
せ
い々
と
し
て
江
静
か
に
流
る

入　

選

　

昨
年
は
一
月
か
ら
入
退
院
の
繰
返
し
で
、
詩
も
ほ

と
ん
ど
作
ら
な
か
っ
た
の
で
、
応
募
作
は
一
年
前
の

旧
作
を
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
基
に
完
成
さ
せ
た
。

端
無
く
も
立
派
な
賞
を
戴
き
、
窪
寺
先
生
に
は
深
く

感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

 

小
嶋
明
紀
子

　

山
居
偶
詠 

　

山
居
偶
詠

淡
靄
初
晴
衆
嶽
蒼 

淡
靄 

初
め
て
晴
れ 

衆
岳
蒼
た
り

獨
聞
蟬
韻
倚
縄
牀 

独
り
蝉
韻
を
聞
い
て 

縄
牀
に
倚
る

幽
居
自
喜
無
長
物 

幽
居 

自
ら
喜
ぶ 

長
物
無
き
を

渓
上
閑
閑
風
送
涼 

渓
上 

閑
々 

風 

涼
を
送
る

　

栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
石
川
忠
久
先
生
、

漱
石
記
念
漢
詩
大
会
の
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
大
会
は
、
詩
題
が
自
由
で
あ

る
の
で
、何
を
詩
題
に
す
る
か
、毎
回
迷
い
ま
す
が
、

今
回
は「
山
居
」に
焦
点
を
合
わ
せ
、清
涼
感
を
前
面

に
出
そ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

従
来
、
一
首
の
中
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
と
、

詩
語
の
選
び
方
に
は
か
な
り
神
経
を
使
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
作
品
は
、
起
承
転
結
を
は
っ
き
り
さ
せ
つ

つ
も
、
自
然
な
展
開
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
、
悩
み
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
中
国
の
泰
山
・
峨

眉
山
な
ど
に
登
っ
た
時
の
、
清
澄
で
厳
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
景
色
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
が
講
師
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
る「
漢
詩

優
秀
賞

第
二
十
一
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 

小
嶋
明
紀
子

　

夜
尋
蘭
若 

　

夜 

蘭ら
ん
若に
ゃ
を
尋
ぬ

獨
訪
深
山
認
一
燈 
独
り
深
山
を
訪
ね
て 

一
灯
を
認
む

禪
房
半
夜
自
清
澄 
禅
房 
半
夜 

自
ら
清
澄
た
り

纖
雲
散
後
見
何
物 

纖
雲 
散
じ
て
後 

何
物
を
か
見
る

月
照
緇
衣
黙
坐
儈 

月
は
照
ら
す 
緇し

衣え 

黙
坐
の
僧

第
三
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会
・
熊
本

 

池
上
一
利

　

斷　
梅 

　

断
梅

霖
雨
浹
旬
沾
碧
苔 

霖
雨
浹
し
ょ
う
旬じ
ゅ
ん

 

碧
苔
を
沾う
る
おす

今
朝
天
外
初
聞
雷 

今
朝
天
外
に 

初
め
て 

雷
い
か
ず
ちを
聞
く

冥
雲
忽
去
斷
梅
日 

冥
雲 

忽
ち
去
る 

断
梅
の
日

籬
落
槿
花
奢
白
開 

籬
落
の
槿き
ん
花か 

白
を
奢
っ
て
開
く

　

詩
遊
会
で
は
毎
年
漢
詩
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て

い
る
。
昨
年
度
は
七
月
を
担
当
し
た
。
写
真
は
隣
家

の
家
の
ム
ク
ゲ
を
撮
影
し
た
。
作
品
を
窪
寺
先
生
に

差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
折
り
返
し
、
も
っ
と
推
敲
を
重

ね
る
よ
う
懇
切
叮
嚀
な
お
手
紙
を
頂
戴
し
た
。

優
秀
賞

優
秀
賞



15

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第24号 平成31（2019）年1月15日

 

村
上
良
明

　

池
畔
蓮
花 

　

池
畔
蓮
花

荷
風
颯
颯
滿
池
塘 

荷
風 

颯
々 

池
塘
に
満
つ

燕
子
翩
翻
弄
水
光 

燕
子 

翩へ
ん
翻ぽ
ん 

水
光
に
弄
ぶ

馥
郁
清
香
入
雙
袂 

馥
郁 

清せ
い
香か 

双そ
う
袂べ
い
に
入
る

逍
遙
忘
刻
動
詩
腸 

逍
遥 

忘
刻 

詩し

腸ご
こ
ろを
動
か
す

 

三
上
光
敏

　

燕
子 

　

燕
子

喃
乙
鳥
築
新
巣 

じ

喃な
ん
の
乙い
つ
鳥ち
ょ
う

 

新
巣
を
築
き

飛
去
飛
來
萬
里
翺 

飛
び
去
り 

飛
び
来
り 

万
里
を
翺か
け
る

哺
罷
瘠
親
肥
乳
燕 

哺
を
罷や

め 

親
は
瘠
せ 

乳
燕
は
肥ふ
と
る

林
端
三
羽
脱
柔
毛 

林
端
の
三
羽 

柔
毛
を
脱
す

奨
励
賞
・
Ｔ
ｅ
Ｎ
Ｙ
テ
レ
ビ
新
潟
賞

秀
作
賞

２
０
１
９
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

詳
細
は
、グ
ー
グ
ル
等
で
各
大
会
を「
検
索
」。

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

● 

２
０
１
９
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
・
香
川
大
会

十
月
十
八
日　

高
松
市

詩
題　
「
道
・
路
・
径
に
か
か
わ
る
も
の
」、

自
由
題
も
可

応
募
期
間　

二
月
一
日
〜
四
月
三
十
日

● 

２
０
１
９
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」

漢
詩
大
会

詩
題
・
応
募
期
間　

未
定（
会
報
二
十
五
号
に

掲
載
予
定
）

応
募
資
格
は
全
漢
連
正
会
員
及
び
準
会
員

● 

第
二
十
二
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

（
多
久
市
主
催
）

詩
題
と
応
募
期
間
は
三
月
頃
決
定
予
定

● 

第
四
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

十
二
月
七
日　

熊
本
市

自
由
題

応
募
期
間　

四
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

● 

第
十
一
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 

応
募
期
間
等
日
程
未
定　
　

三
条
市

岩
村
順
一

　

墨
江
哭
溘
逝
妻 

　

墨
江
に
て
溘こ
う
逝せ
い
せ
る
妻
を
哭
す

櫻
花
灼
灼
墨
江
麗 

桜
花
灼
々
と
し
て
墨
江
麗
し

柳
糸
依
依
青
旆
輕 

柳
糸
依
々
と
し
て 

青せ
い
旆は
い
軽
や
か
な
り

共
泛
扁
舟
君
不
見 

共
に
扁
舟
を
泛
べ
し
君
見
え
ず

滿
眸
春
色
却
無
情 
満
眸
の
春
色
却
っ
て
無
情

第
十
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 

小
嶋
明
紀
子

　

蘭
亭
懷
古 

　

蘭ら
ん
亭て
い
懐
古

溶
溶
曲
水
映
韶
光 

溶
々
た
る
曲
水 

韶
光
に
映
ず　      

佳
句
染
箋
漂
墨
香 

佳
句 

箋
を
染
め 

墨
香
を
漂
わ
す

晉
代
烏
衣
開
宴
處 

晋
代
の
烏う

衣い 

宴う
た
げを
開
き
し
処

騒
人
今
日
共
流
觴 

騒
人 

今
日 

共
に
流
り
ゅ
う
觴し
ょ
うす

 

川
上
修
己

　

茅
廬
夜
雨 

　

茅
廬
夜
雨

草
屋
棲
遲
庭
樹
深 

草
屋 

棲せ
い
遅ち 

庭
樹
深
し

梅
霖
浙
瀝
鬱
陶
心 

梅
霖 

淅せ
き
瀝れ
き 

鬱
陶
の
心

獨
斟
竹
葉
孤
燈
下 

独
り
斟
む
竹
葉 

孤
灯
の
下も
と

律
呂
高
低
檐
滴
音 

律り
つ
呂ろ 

高
低 

檐
滴
の
音

新
潟
県
知
事
賞

奨
励
賞
・
読
売
新
聞
新
潟
支
局
賞
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編
集
後
記 

　

昨
年
は
、
神
漢
連
主
催
の
中
国
ツ
ア
ー
が
催
行
さ

れ
た
が
、
一
昨
年
の
九
詩
期
会「
中
国
江
南
漢
詩
ツ

ア
ー
」に
続
い
て
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

サ
ー
ク
ル
単
位
で
の
九
詩
期
会
の
新
し
い
試
み

が
、
連
盟
レ
ベ
ル
で
の
活
動
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と

は
誠
に
意
義
深
い
。
単
な
る
観
光
旅
行
で
は
な
く
、

中
国
側
と
の
交
流
会
実
施
や
漢
詩
に
因
ん
だ
名
所
旧

跡
の
訪
問
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
は
、
今
回

も
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。

　

一
昨
年
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
九
詩
期
会
山
口

代
表
や
日
中
協
会
梅
村
さ
ん
、
そ
の
他
会
員
各
位
の

ご
尽
力
に
は
、
本
稿
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
感
謝
し

た
い
。

　

神
漢
連
の
種
々
の
既
存
活
動
も
、
先
輩
方
の
発
案

と
実
現
に
向
け
た
努
力
の
積
み
重
ね
で
あ
ろ
う
。
会

員
自
身
が
主
人
公
と
な
っ
た
企
画
・
改
善
・
参
加
・

実
施
さ
れ
た
活
動
に
な
れ
ば
楽
し
さ
は
倍
増
す
る
。

　

連
盟
か
ら
与
え
ら
れ
た
活
動
に
参
加
す
る
の
み
な

ら
ず
、
遠
慮
な
く
提
案
・
企
画
・
実
施
す
れ
ば
同
好

の
士
や
連
盟
が
応
援
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
こ
の
よ

う
な
動
き
が
連
盟
の
中
で
継
続
発
生
し
て
い
け
ば
、

神
漢
連
は
そ
の
幅
を
広
げ
て
、
よ
り
楽
し
く
遊
び
・

よ
り
よ
く
学
ぶ
団
体
に
成
長
し
て
い
く
と
思
う
。

　

今
回
の
中
国
ツ
ア
ー
に
同
行
し
た
愚
妻
は
神
漢
連

会
員
で
は
な
い
が
、
帰
国
後
の
感
想
は「
み
ん
な
楽

し
そ
う
で
よ
く
笑
う
わ
ね
」で
し
た
。今
回
の
ツ
ア
ー

は
、
参
加
者
が
主
人
公
に
な
れ
た
活
動
だ
っ
た
の
だ

な
と
感
じ
た
次
第
で
す
。 

（
牛
山
知
彦
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

２
０
１
９
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ン
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 

初
心
者
入
門
講
座　
漢
詩
の
鑑
賞
と
実
作（
全
五
回
の
講
義
と
実
習
、
第
十
三
期
生
）

漢
詩
に
関
心
の
あ
る
お
友
達
に
声
を
か
け
、
推
薦
し
て
下
さ
い

期　
　

日　

①
四
月
十
六
日（
火
）　　

②
四
月
二
十
四
日（
水
）　　

③
五
月
八
日（
水
）

　
　
　
　
　

④
五
月
二
十
二
日（
水
）　

⑤
六
月
五
日（
水
）

時　
　

間　

午
後
一
時
三
〇
分
〜
四
時
三
〇
分

講　
　

師　

三
村
公
二
会
長
他　

連
盟
役
員

場　
　

所　

神
奈
川
近
代
文
学
館

問
合
せ
・
受
講
申
込（
連
盟
事
務
局
）　

〒243-0412

　

海
老
名
市
浜
田
町
十
六
―
九　

高
津
有
二

TEL/FAX 046-233-7641  M
ail yutakatsu626@

nifty.com

●
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

期　
　

日　

五
月
二
十
九
日（
水
）

時　
　

間　

午
後
一
時
〜
四
時
三
〇
分（
総
会
・
講
演
会
）
／
五
時
〜
六
時
三
〇
分（
懇
親
会
）

場　
　

所　

神
奈
川
近
代
文
学
館（
総
会
・
講
演
会
）
／
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ポ
ー
ト
ヒ
ル
横
浜（
懇
親
会
）

総
会
議
題　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
２
０
１
９
年
度
活
動
計
画
、
他

講
演
会　

演
題
未
定

参
加
申
込　

総
会
は
申
込
不
要
。
懇
親
会
出
席
の
方
は
、
四
月
初
旬
発
送
予
定
の
開
催
案
内
に

　
　
　
　
　

同
封
の
振
込
用
紙
で
振
込
み
願
い
ま
す
。

● 

研
修
会　
　
秋
の
予
定
、
詳
細
は
次
号
二
十
五
号
に
て

● 

吟
行
会　
　
未
定
、
詳
細
は
次
号
二
十
五
号
に
て

● 

秋
の
漢
詩
講
演
会　
　
　
詳
細
は
次
号
二
十
五
号
に
て


